
 

   

                                           

脇町ロータリークラブ 

 

第２６７０地区 

徳島第２分区 脇町ロータリークラブ 

２０２４年２月２９日 木曜日 

第２９回例会 Ｎｏ．２８６８ 

会員総数：３９名 出席者３０名 修正出席率：７６．９２％ 

 

●メーキャップ 

 2/25 PETS/DTT合同セミナー 河合会員 

●会長挨拶 

川原会長 みなさんこんにちは。本日も多くの方にお集まりいただきどうもありがとうございます。 

今日のテーマは安芸高田市長 石丸伸二氏です。最近 YouTube で見られたことがある方もいると思

います。様々なところで、ディスカッションというか、見ごたえある議論を繰り広げる方で、YouTube 上

でも話題の市長です。安芸高田市 HP の市長メッセージによると、「世界で一番住みたいと思える

町、安芸高田へ」ということで、「政治再建」「都市開発」「産業創出」の三つを政策の柱として、これか

らを大切に世界で一番住みたい街を目指します、とメッセージを送っています。 

石丸氏の経歴は、安芸高田市生まれで京都大学経済学部を卒業後、三菱東京 UFJ 銀行に入行。

為替アナリストとしてアメリカで活躍。2020 年 7 月に三菱 UFJ 銀行を退職し、安芸高田市長選に出

馬し、みごと当選をしています。前市長の不祥事に伴う出直し選挙でしたが、一晩考えて次の日に

は、退職届けを提出し選挙に挑戦にしたそうです。 

先日、藤原会員の卓話でもご紹介のあったとおり、議会で居眠りする議員や、質問も何もしない議員

に対して、市長の個人的見解をオブラートに包むことはせず、ド直球で意見を言う姿が共感を呼び、

YouTube などで取り上げられて一気に多くの方が知ることになります。これを機会に、現在、安芸高

田市の公式 YouTube チャンネルは、登録者数 20 万人を超えて、地方公共団体チャンネルで日本一

ということになっています。YouTube チャンネルで 20 万人を超えた相乗効果もあり、ふるさと納税に

おいても、以前は年間で2億円程度だったものが、先月は一月だけで1億円を超えたそうです。石丸

市長vs中国新聞記者とのやり取りを映した会見は、400万回以上再生されています。石丸市長の狙

いは、生き残り戦略として、悪名になろうとも知名度、認知度を上げる為の革命は、無名に勝る。と

いう信念のもと、市政改革に取り組まれているようです。 

確かに、人気があって多くの人が知っているほうが、知られていないよりは、これからの市政や、市

町村の存続ということに関しても、マイナスよりもプラスになることのほうが多いという事でしょう。 

我が故郷、美馬市、つるぎ町、また、脇町ロータリークラブとしても、地域のことを思い、私たち一人

一人が、様々なところで自由にメッセージを発信できる時代であることを、当たり前と思ってはなりま

せん。先人たちの歴史に感謝しながら、これからも安芸高田市の動向に注目していきたいと思いま

す。今日は以上です。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

●幹事報告 

佐藤直樹幹事 

到着週報 

到着書類 

連絡事項 

 

鴨島 阿波池田 美馬 洲本各RC 

ロータリーの友 

地区大会、合同例会の出欠を確認中です。回答のほうよろしくお願いします。 

●委員会報告 

     ゴルフ部 

笠井会員 

 

 

新入会員 

加島会員 

 

 

令和 6 年度チャリティーゴルフコンペのおしらせが届いています。 

5/6 サンピア、8/12 四国 CC、9/16 コートベール、11/23J クラです。 

3/3 5 クラブゴルフコンペにご参加の方は、よろしくお願いします。 

 

こんにちは 1 月から入会しました司法書士・行政書士事務所を経営しております加島寛之と申しま

す。祖父の代から 3 代目になります。北川会員、六車会員とのご縁があり、この度、入会させていた

だくことになりました。皆さん、この地域では誰でも知っている方ばかりで、すごく緊張しています。 

これから、よろしくお願いします。早く皆さんと距離を縮められるよう北川先生、ジョークのご指導も、

引き続きよろしくお願いいたします。 

 



●プログラム     

卓話 

小笠会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。だいたい 2 時間半の卓話を考えてきましたので、全然時間が足りません。 

さっそく始めたいと思います。 

私は、昭和 30 年に山川町で川村家の次男として生まれます。小学校の時は、遊びと言ったら、缶蹴

り、三角ベース、ソフトボール、魚釣り。楽しみは、ビワや柿を取って食べたり、五感で季節を感じるこ

とも多かったと思います。私のルーツは美郷です。私の祖父母が、美郷から山川に出てきたことによ

ります。山川中学校では、卓球部でした。高校は、脇町高校でしたが、当時はボウリングにハマって

いました。大学は、箱根駅伝で強豪の大学に入学します。大学時代の 4 年間は厳しい寮生活でした

が、その寮仲間とは、いまだにお付き合いしいます。先輩後輩と 50 年来の付き合いで、去年は北海

道、静岡、九州へと、みんなで毎年旅行に行くのが最高の楽しみです。 

大学卒業後 22 歳で地元へ帰郷し、中央電気に入社してからは、あっという間に現在へワープしまし

ょう。私の持ち時間は残り 20 分しかありません。飛ばしていきますよ。 

 

実は今日、私にとって旧正月です。1 月 2 日は、箱根駅伝があり私の元旦です。 

今日が旧正月な理由は、大好きな女子ゴルフが開幕する日だからです。今年はパリオリンピックも

ありますし、大リーグや、卓球もめちゃくちゃ面白い試合をしました。今年もスポーツ鑑賞を楽しんで

いきたいなと思います。 

 

最近、得意だったことが少しずつできなくなっている自分に、老いを感じています。ですが、今日は体

に鞭を打ち、人前でお話する機会を無駄にしないよう、資料なんかも用意して、やる気満々です。 

そんな私も、今年で 69 歳になります。数えでは、70 歳ということで古希です。昔は 70 歳まで生きたら

非常に珍しいことで、古いと珍しいという意味の希を取って、古希というそうです。しかしながら、寄せ

てくる年波にはかないません。まず老いは目から来ます。老眼や白内障を患い、次は耳も遠くなりま

す。まだ大丈夫なのは、味覚と嗅覚ですが、一番老いを感じるのは、記憶力の低下です。人の名前

が思い出せない、顔と一致しない、言葉が思い浮かばない。同じ話を何度も同じ人に話をしているこ

とに、本人は気づいていない。年寄りの典型的な状態ですが、身をもって体現しています。そろそろ

体力も気力も記憶力も、サプリメントに頼らないといけなくなりそうです。歩き方も、だんだんと年を取

ると、膝が上がらない為、すり足で歩くようになってきます。そうなると、ちょっとの段差や、何もないと

ころでつまずいて、倒れる確率が上がります。私も経験しましたが、つまずくと咄嗟に手が付けない

為、顔からコケます。私の妻や友達も、バターンと倒れて大怪我をしました。もう他人事ではないです

し、当たり前のように起きるから、気を付けたいものです。 

 

会社では毎朝、朝礼をしています。朝礼では、ラジオ体操してから、ミーティングをして、仕事に入り

ます。朝礼での私の話は、十年以上前は、最低でも十分間、長いと 45 分話したこともあります。今

は、もう 1～2 分で、簡単に済ませています。話すのは好きなのですが、話が長いのは、よく脱線して

しまうお茶目な癖があるからです。人の話を聞く側になると、下を向いて聞いたふりをしているよう

な、マナーが悪い人にならないように気を付けています。 

話し方、聞き方に関して、今年のパナソニック会で講師の方（放送作家：村瀬健氏、指導した芸人は

2000 組を超え、自身の目で見てきた芸人の｢社交術｣と｢会話術｣を体系化し、2010 年の出版を機

に、講演活動を開始）の面白い話をご紹介したいと思います。 

講演の中で村瀬氏は、聞き上手の名司会者 MC として、吉本芸人 3 人の名前を挙げていました。一

人目はやはり明石家さんま氏です。次に陣内智則氏、最後の一人が、今田耕司氏だそうです。皆さ

ん、やり取りが非常に上手で、聞いてあげたり、聞き出したり、業界ではこの3人が会話のプロだそう

です。中には、人が意見を聞かずに、自分の意見を被せたり、遮ったりするMCの方もいらっしゃるよ

うですが、それはそれで、石丸市長のように、会話のテクニックとして、上手に皆さんを楽しませるよ

うな演出や、あえて悪役を実践されておるのかもしれませんね。そんなことを面白おかしく、実例を

交えながら話していただきました。 

 

話を聞いてあげるとき、一番肝心なことは、立場と気持ちを寄り添ってあげるのが一番らしいです。

大切なことは、頷いて共感してあげること。この脇町ロータリーでも、いつも感心していますが、いつ

も真剣にうなずきながら、人の話を聞く方がいます。遠藤会員です。遠藤会員は、必ず誰がお話しす

る時でも、うなずきながら聞いています。非常に大切なことですが、私も下を向いたり、居眠りをする

ことがないよう、共感できる時には頷いて、聞き上手になりたいものです。一番駄目なことは、顔を見

ずに話を聞くことです。必ず仕事を辞めて、顔を見ながら話を聞くようにしています。中にはメモを取

る人もいるでしょう。メモを取ることも、非常に関心できるところで、確実に話を受け止めているという

ことですね。 



卓話 

小笠会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年を重ねると、どれだけ病気したかや沢山の薬を飲んでいるかが、ある意味、自慢話のようになって

きます。実は私は、世にも珍しい先天性の病を患っています。この病気は、感染力が強く、ロータリ

ーの仲間（約 5 名ほど）にもうつしてしまいました。うつしてごめんなさい。この病気は不治の病です。

ゴッドハンドの名医に診てもらったとしても、現代の医療では、まだ治療方法が確立されていませ

ん。うつした皆さんともに、これからもこの病気とは、なかよく付き合うつもりです。さらに追い打ちを

かけるように、薬の副作用なのか、はたまた依存症なのか、どうしても手が震えてくるときがありま

す。言ってるそばから、薬の効果が切れて、震えが始まってきたような気がしますので、今日はこの

辺で…。 

 

ちょうど病院へ行く時間となりました。担当主治女医の南先生と、小河看護師に介抱してもらってき

ます。これからも元気に例会へ参加できるように、持病の完治をめざし、治療を続けていきたいと思

います。ご清聴ありがとうございました。 

 

●ニコニコボックス 

  

 

●例会ダイジェスト 

今週の見出し！   うるう年 2/29 日が木曜日なのは、なんと 28 年ぶり！ 

１．本日のお弁当。 

 

 

 

 

２．お薬ですよー。 

 

 

 

 

３．登録者数 39 人。 

 

 

 

 

４． 入会記念写真。 

 
１． 品数盛りだくさんの森友弁当。            ２．倒れないか心配で来ちゃいました。 

 

３．いいね！小笠 MC の心が震える話でした。   ４．加島会員、これからよろしくお願いします。 

次回例会 
２０２４年３月７日（木）１２：３０～ 

 第一例会  清月屋敷 

プログラム  卓話 佐藤順二会員 

次の会員は例会欠席でした。   一井会員、小野会員、上柿会員、木下会員、郷司会員 

千葉会員、秦会員、藤川会員、古川会員、吉野会員 

メークアップして下さい。 

☆ 次回例会の出欠を黒川出席委員長まで連絡してください。 

 


